
第４ 回・ ５ 回酪農後継者育成塾が開催さ れまし た
生産本部　 営農指導課　

　 去る ２ 月21日（ 水） に令和５ 年度第４ 回酪農

後継者育成塾が開催さ れ、26名が受講し ま し た。

　 ら く のう マザーズ 南部本部

長の挨拶では、 酪農情勢報告

に続いて 受講者へ向けて「 牛

舎にはた く さ んのお金が落ち

ている 」 と いう 言葉から 、 毎

日の飼養管理の向上のた めに

本日の講演から 少し でも ヒ ン

ト を得る よ う にと 、 激励の言葉があり ま し た。

　 第４ 回の育成塾は講師にワ イ ピ ーテッ ク 株式

会社技術顧問・ デーリ イ サポート タ ナカ の田中

義春氏を お招き し 、「 牛の 動

き を 察知し 、 飼養管理に活か

す」 と いう 演題で、 周産期管

理について話があり ま し た。

＜酪農家に必要な 管理・ 観察

について＞

・  例えば牛の発情行動と し て「 乗駕」 は小学生

でも 見つけら れる 簡単なも のだが、 酪農家に

は「 プロ 」 と し て、 日々の観察から 微妙な変

化を 見つけ出すこ と が重要。 発情発見率の違

いは乳生産性に確実に差を生み出す。

・  牛の目は「 魚眼レ ン ズ」 の様な見え方で、 広

範囲が見え、 ゆ が んで 見え る 。 ま た 視力も

0.04程度と 弱いた め、 段差や溝、 水た ま り な

ど に恐怖を感じ る 。

・  乳牛の飲水行動は水面に対し 60度の角度で顔

を いれ、 口を ３ ～４ ㎝沈ま せる 。 臭いに敏感

な生き 物（ 犬と 同等かそれ以上） のため、 水

槽や飼槽の衛生管理・ 清掃は重要。

＜周産期管理について＞

・  牛は群で生活する 生き 物だが、 分娩時は壁際

など 孤独になろ う と する 習性があ り 、 プラ イ

ベート エリ アを 設置する と 陣痛から 娩出ま で

の時間の短縮が期待でき る 。

・  分娩後母牛に子牛をなめさ せる（ リ ッ キング）

こ と は、 初乳から の抗体移行を 増加さ せる た

め、 必要な手段。

＜生産性を 上げる 管理と し て＞

・  牛は寝る 時間が重要で、 １ 時間の休息時間が

増える と 、 乳量が1.7㎏増える と 言われる 。 寝

起き は頻繁であ り 、 乳量が出る 牛ほど 起立回

数が多い。

・  寝起き の安楽性を 向上する こ と で、 繁殖成績

の向上や周産期病の減少が期待でき る 。

　 他にも 選び食いの行動や仔牛の管理について

など 、 様々な分野についてお話し いただき ま し

た。

　 受講後のアンケート では、「 実際の飼養管理に

直結する 内容が多かっ た」、「 多く が学べ、 再確

認ができ た」、「 他の講演と は異なる 知見が聞け

て良かった」 など の感想をいただき ま し た。

　 ３ 月13日（ 水） には、 第５ 回酪農後継者育成

塾が開催さ れ、 20名が受講し ま し た。

　 ら く のう マザーズ大川専務の

挨拶では、 今年度の生乳生産量

の状況や、 乳業事業の好調さ に

ついて話があり 、 ５ ％の廃業率

で離農農家戸数が増える 傾向で

はある が、 来年度は抑制なく 搾

れる 年なので頑張っ てほし い、 と の言葉があ り

ま し た。

　 第５ 回の育成塾は講師に椋本技術士事務所（ 北
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海道） の椋本正寿氏を お招き

し 、「 経営改善のためのモニタ

リ ン グ 技術」 と いう 演題で、

繁殖管理について 話があ り ま

し た。

　 繁殖成績を 向上する た めの

モニタ リ ン グ 技術と し て は、

分娩前後のエ ネ ルギ ーバラ ン ス が非常に重要

であ る ため、 BCS（ ボディ コ ン ディ ショ ン ス コ

ア） の変動を 見る こ と が簡単な評価方法である

と 説明があ り ま し た。 分娩時から 分娩後21日に

おける 体重減少が大き い個体の胚の性状を 調べ

る と 、 体重減少が小さ い個体に対し て胚死滅率

や受胎胚の死滅率が有意に高いと いう こ と でし

た。 実際に牧場でも 分娩後のBCSの変動が0.3以

上減少し た個体は、 受胎率が低いと いう 結果が

出ていま す。

　 ど のよ う にし て受胎率の高い繁殖周期にする

かについて、 ま ずは分娩時のBCSを2.75 ～ 3.0と

いう 牛群にする こ と で、 BCS変動を 抑え、 周産

期疾病の減少や受胎率向上につながる と のこ と

でし た。

受胎率の高い繫殖周期のポイ ント

分娩時のBCS2 .7 5 ～ 3 .0

→分娩後のBCS低下が少ない

→周産期病が少ない

→受胎率向上

→分娩後1 3 0 日までに受胎

→BCSの増加が少ない

　 講演の途中に、 BCSの詳し い見方の説明と 、

BCSク イ ズがあり ま し た。

　 午後は、 受講者で班に分かれてグ ループワ ー

ク を 行いま し た。 ①農場の課題点を 挙げ、 解決

策を グループ内で話し 合う ②今年度の育成塾中

で取り 入れたい考え方、 技術面の二つのテーマ

について各班で話し 合い、 発表し ても ら い充実

し た意見交換ができ たよ う です。

　 受講後のア ン ケ ート では、「 受講者参加型の

BCSの見分け方に強く なれたと 思う 」、「 基本的

なこ と や乾乳期の大切さ を 理解でき たので、 見

直し たい」、「 グ ループワ ーク で話し て、 他の人

の意見を 聞けて、 考えを 深めら れて良かっ た」

など の感想をいただき ま し た。

　 令和６ 年度も 後継者の育成や交流を 目的と し

た酪農後継者育成塾を 全５ 回で開催予定です。

ご 興味のある 方やお問い合わせ等ご ざいま し た

ら 担当ま でご連絡下さ い。

（ 営農指導課 096－388－3510）
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｢第4 7 回酪農女性の集い開催｣‼
主催： 熊本県酪農女性部協議会・ ら く のう マザーズ　
会場： 熊本城ホール（ 熊本市中央区桜町）

　 ｢第47回酪農女性の集い｣ が２ 月28日（ 水） に

熊本城ホ ールで開催さ れ、 総勢約540名の酪農女

性と 一般消費者の方々が参集し ま し た。

隈部会長 富田会長

　 午前の部の前半は谷川天龍氏によ る サッ ク ス 演

奏を鑑賞。 鑑賞さ れた方から は ｢サッ ク ス の迫力

に感動し ま し た。｣ ｢コ ンサート に来たみたいでと

ても 良かったです。｣ など の声が聞かれま し た。

　 午前の部の後半は各支部によ る 活動報告があ

り 、 酪農女性が日々の作業の合間に酪農のために

どんな活動を行っている かを発表し ま し た。 今回

は人吉・ 球磨地域、 菊池地域、 県女性部役員の３

チームの発表があり ま し た。 人吉・ 球磨地域は地

域の紹介、 2020年の７ 月豪雨から の復興、 牛舎巡

回、 美化活動、 料理講習会等の活動報告を、 菊池

地域は新たな取り 組みと し て行政と 連携を取り 、

｢チーム 菊池｣ を 結成し 理解醸成活動に力を 入

れ、 イ ベント に参加し 大好評を得た報告を 、 県女

性部役員は年間を通し てど んな活動を行っている

か小芝居を交えての報告があり ま し た。 最後はミ

ルモ君も 参加し て、 歌 ｢明日がある さ ｣ で締めく

く り ま し たが、 歌に合わせてアク ティ ブに踊る ミ

ルモ君に会場がわき 上がり 、 一般消費者の方から

は ｢生産者の状況を一般消費者に理解し ても ら う

ためには非常に有効だと 思いま す。｣ ｢酪農女性の

みなさ んが頑張っている こ と に感心し ていま す。｣

と の感想をいただき ま し た。 ま た発表内容を目に

し た酪農女性も 各支部がど んな活動を行っている

かを知る 良い機会になったのではないでし ょ う か。

大田黒浩一 氏

　 午後の部は熊本のテレ ビ

やラ ジオでお馴染みの大田

黒浩一氏を 講師に 迎え、

｢笑顔で元気が一番｣ と 題

し た記念講演が行われま し

た。 全日本熊本弁愛好会連

盟会長を務めていら っし ゃ

る こ と から 本格的な熊本弁

丸出し の講演と なり 、 自身

の体験を交えて健康に関す

る お話をし て頂き ま し た。 90分間と いう 長時間に

も 関わら ず、 最初から 最後ま で笑いの絶えない講

演でし た。 講演を聞かれた方は元気をも ら って会

場を後にさ れたこ と と 思いま す。

　 ま た、 今回初めての試みと し て ｢ミ ルク バー｣

（ 牛乳の無料試飲） を行い、 約430名の方に試飲し

ていただき ま し た。 お昼休憩の僅かな時間でし た

がら く のう 牛乳を使用し たホッ ト ミ ルク 、 低温殺

菌牛乳、 鉄と カルシウ ム低脂肪乳、 生乳造り 低脂

肪牛乳など様々なら く のう マザーズの商品を試飲

さ れ、 その中でも ホッ ト ミ ルク が大人気と なり 温

めが追いつかず行列ができ ている 状態でし た。 　

　 その他、 牛乳を使用し たおかずが入ったお弁当

の提供、 阿蘇ミ ルク 牧場の乳製品や地域特産品

のセッ ト が当たる お楽し み抽選会の実施、 来場者

へのお土産と し て ｢大阿蘇プレ ミ アムプリ ン｣ と

｢阿蘇山麓生乳のも っ ちり ヨ ーグルト ｣ のセッ ト

を配布し ま し た。

会場風景
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　 今回参加さ れた一般消費者の方から ｢酪農家

の仕事の大変さ が良く 分かり ま し た。 牛乳飲ん

で応援し ま す。」 ｢今ま で以上に牛乳・ ヨ ーグ ル

ト 食べま す。｣ と 言っ た 暖かい応援の声が寄せ

ら れ、 酪農への理解を 深めていただく こ と が出

き 、 酪農女性の集いを 通し て牛乳・ 乳製品の消

費拡大に繋がればと 願ってやみま せん。

谷川　 天龍 氏による、 サッ ク ス演奏

大人気のミ ルク バー

菊池地域の活動発表

県役員と 踊るミ ルモく ん

人吉・ 球磨地域の皆さ ん

県役員のアト ラ ク ショ ン
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　 当初の予測を 一週間遅れて、 桜の開花宣言を

待っ ていたかの様に、 ソ メ イ ヨ シノ が一斉に咲き

ほこ り 、 今私はま さ し く 春爛漫の中にペン を 走ら

せていま す。

　 昨年の秋に引き 続き 、 年度ス タ ート のコ ラ ムへ

投稿と なり ま し た。

　 さ て、 業界紙に全酪新報がある のは皆さ んも ご

存知のと おり 、 その中に『 後継牛減少に至っ た背

景』 と 題し て、 日本乳牛協会の本郷常務が連載さ

れ、 こ こ 数年の酪農情勢を 遡り ま と めておら れた

記事が目を引き ま し た。

　 要約部分を 切り 取る と 、 2019年度から の生乳生

産増加と コ ロ ナ禍によ る 需要減少、 2020年度から

の需給緩和と 過剰在庫処理対策・ 生乳出荷抑制の

検討、 後継牛確保のための交配抑制、 2022年度か

ら の乳用種雌子牛出生頭数の減少と いっ た流れに

よ って後継牛減少へ至る こ と と なったと 。

　 令和６ 年度の全国の生乳生産量は、 年度の前半

には前年水準ま で回復する も のの、 その後は後継

牛頭数の減少に伴い前年を 下回る 見通し と なっ て

いま す。

　 ま た、 飲用需要は、 経済活動の正常化によ り 増

加する こ と を 期待さ れる 一方で、 相次ぐ 食料品の

値上げによ り 消費者の購買意欲が変化し 、 低価格

帯の商品へ需要がシフ ト する 傾向が見ら れま す。

乳製品について、 バタ ーは一定の需要が見込ま

れる も のの、 脱脂粉乳と の需要量の差が大き く 、

生乳需要上の課題と なる こ と が想定さ れま す。 し

たがっ て、 生乳需要の見通し が不透明である 状況

を 踏ま え、 ３ 年間を 単位と する 中期対策は設定せ

ず、 令和６ 年度は単年度での需給安定化対策と し

て取り 組むこ と が決定さ れたと こ ろです。

　 本県の令和５ 年度生乳生産は250,906㌧（ 前年対

比96.2％） の見込みの中で、 令和６ 年度の生乳委

託計画数量は252,426㌧

（ 前年比101.1％） を 生

乳出荷目標数量と し て

積み上げていただき ま し た。

　 こ れま での経緯・ 背景を 踏ま え、 本会生産本部

は生産基盤の維持・ 強化に向けて、 令和６ 年度事

業方針を『 The MAX』 ～生乳増産と 経営体質強

化を目指し て～を掲げさ せていただき ま し た。

　 さ て、『 The MAX』 と は、 最高・ 頂点・ 過去に

到達する こ と のでき なかっ た目標への到達と あり

ま すがど れも 該当し ま す。 し かし 、 誤解し ないで

いただき たい。『 The MAX』 は我々生産本部だけ

の行動指針ではなく 、 生産者の皆さ んに取り 組ん

で頂き たい目標でも ある のです。

　 時折、 目にする プロ 野球選手のヒ ーロ ーイ ン タ

ビュ ーで、 今の気分は「 最高です。」 が印象的な言

葉ですが、 彼ら の言葉の裏側にも こ の瞬間を こ の

結果を 出すために、 多く の努力と 時間を 費やし た

から こ そ、 多く の感動を 呼び歓喜の中で発せら れ

る 言葉である こ と は言う ま でも あり ま せん。

　 前記に関連し ま すと おり 、 二年続けて期中改定

によ る 乳価の値上げの結果がも たら す経営向上へ

の影響は、 令和６ 年度以降にはっ き り と し た明暗

と なる 事は間違いあり ま せん。

　 特に６ 月～ 11月ま での需要期に前年を 上回る 増

産の結果が出せる 牧場と なれば、 持続的な足腰の

強い経営体質に必然的につながる も のと 考えま す。

　 そのために、 我々ら く のう マザーズも 様々な技

術情報と 刺激と いう 名の指導体制を も っ て皆様を

サポート さ せていただき ま す。

　『 The MAX』 は、 生産者が将来に向けて今をブ

ラ ッ シュ アッ プ（ 研鑽） し 、 ブレ イ ク ス ルー（ 現

状打破） する 、 今一度奮い立ち 成長する た めの

キーワ ード なのです。

COLUMN ― コ ラ ム ―

『 T he MA X ！』
～生乳増産と 経営体質の強化を 目指し て……。

ら く のう マザーズ生産本部

南部　 顯弘
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　 去る ３ 月９ 日（ 土）、 菊池市七城町の（ 株）熊本畜産

流通セン タ ーに於いて、 第９ 回九州連合乳用種経産

牛枝肉共励会が開催さ れま し た。 こ の枝肉共励会は

酪農生産事業推進研究会が主催し 、 沖縄県と 長崎県

を 除く 九州６ 県よ り 、 乳用種の経産牛が24頭出品さ

れま し た。

　 審査の結果、 最優秀賞は、 境野利秋さ ん（ 玉名酪

農協） の等級C-3、 枝肉重量447.6kg（ 生体重834kg、

BM S No.4､ BCS No.4､ ロ ース 芯面積37.0㎠、 バラ の

厚さ 4.8cm ） が受賞と なり 、 第７ 回大会から 熊本県出

品牛の３ 連覇と なり ま し た。

　 最優秀賞の枝肉は、 １ kg当たり 1,702円と 九州連合

乳用種経産牛枝肉共励会史上最高値と な り 、 セリ 会

場がど よ めく 盛り 上がり を 見せま し た。

　 共励会全体と し ては､ 平均生体重量847.0kg、 平均

枝肉重量450.9kg、 平均ロ ース 芯面積38.0㎠、 平均枝

肉単価826.8円と なり ま し た。

　 今回熊本県から は７ 頭を 出品し 、 本県出品牛の平

均枝肉単価は、 957円でし た。

第９ 回九州連合乳用種経産牛枝肉共励会

生
後
月
齢

生
体
重
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肉
歩
留

枝
肉
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量
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ー
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芯
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ら
厚
さ

皮
下
厚
さ

B
M
S

B
C
S

B
F
S

単
価

No. N o. N o.
（ ヶ 月） （ ㎏） （ ％） （ ㎏） （ ㎠） （ ㎝） （ ㎝） （ 円）

全体平均 7 0 .7 8 4 7 .0 5 3 .2 4 5 0 .9 3 8 .0 4 .7 1 .8 2 .2 5 .0 3 .8 8 2 6 .8

出品組合名 出品者 褒賞

玉名酪農協 境野　 利秋 最優秀賞

菊池地域農協　 旭志 （ 有） 水上牧場 優良賞

菊池地域農協　 泗水 内田　 恵助 優良賞

枝肉共励会入賞者一覧

枝肉共励会出品データ （ 平均値）

　 写真左： 最優秀賞の枝肉断面写真
　 写真中： 最優秀賞の枝肉写真
　 写真右： 主催者挨拶
　 　 　 　 　（ 全酪連福岡支部長　 鈴木有希津氏）

令和５ 年度飼養管理技術向上セミ ナー開催‼
主催： 熊本県乳用牛群検定組合　

　 ２ 月26日（ 月）、 熊本県乳用牛群検定組合主催の

令和５ 年度飼養管理技術向上セミ ナーがら く のう マ

ザーズの大会議室にて開催さ れま し た。

　 講師と し てお招き し たのは、 株式会社寺内動物病

院（ 栃木県宇都宮市） の代表取締役であ る 寺内宏光

先生です。「 牛群管理を 考え る ３ つのヒ ン ト 」 と 題

し 、 こ れから の酪農経営の指標と な る 重点項目等に

ついて講演し て頂き ま し た。

　 内容と し ては、 牛の健康管理で重要なのは周産期

疾病を 理解し 、 Ｄ ＭＩ （ 乾物摂取量） を 制限せず、

ス ト レ ス を 取り 除き 、 給与飼料の管理を 行う こ と 。

そし て、 妊娠率を 上げる た めに力を 入れる べき な の

は発情発見率であ り 、 受胎率よ り も 受精回数を 増や

すこ と に価値を 見出すこ と 。 さ ら に、 ゲノ ム 分析と

Ｏ Ｐ Ｕ 技術（ 体外胚生産） について理解を 深め、 そ

れら を 上手く 利用し ながら 遺伝改良を 促進し ていく

と 話さ れ、 検定農家を 中心に、 総勢約70名が 参加

し 、 大変有意義なセミ ナーと なり ま し た。

　 寺内先生はス マート フ ォ ン 等から でも 無料で利用

可能な「 ポッ ド キ ャ ス ト 」 と いう ア プリ 内で「 ら く

ち っ く ラ ジオ」 と いう チャ ン ネルを 持た れて おり 、

酪農や畜産に携わる 方々に役立つ情報を 配信さ れて

い ま す。 今回の講演につい て も 語ら れて い ま すの

で、 ぜひお聞き く ださ い。

山
口
組
合
長

寺
内
宏
光
先
生

講
演
風
景
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第4 8 回熊本県酪農発表大会開催‼
（ 熊本県酪農青壮年部協議会・ 熊本県酪農女性部協議会、 ら く のう マザーズ主催）

　 ３ 月14日（ 木） ら く のう マザーズ本会大会議室

で第48回熊本県酪農発表大会が開催さ れま し た。

新型コ ロ ナウ イ ルス も 落ち着き 、 二年ぶり に対面

での実開催と なり 、 参加人数も 72名（ 酪農関係者

含む） と 多く の方に来場し ていただき ま し た。

　 大会の冒

頭に、 県青

壮年部協議

会の中村委

員長、 ら く

のう マザー

ズの大川専

務、 県庁畜

産課の鶴田審議員にご挨拶をいただき 、 発表が開

始さ れま し た。

　 今回は２ 名の発表者に出場

し て頂き ま し た。

　 酪農経営発表の部に大阿蘇

酪農協青年部の（ 有）ビーユー

フ ァ ーム代表取締役の宇藤貴

夫氏が「 地域と 共にさ ら なる

高みへ」 と 題し 、 ご自身の就

農から 現在に至る ま での経緯

や牧場の経営概況、 創意工夫

し ている 点を中心に発表さ れ

ま し た。

　 続いて、 意見・ 体験発表の部に、 Ｊ Ａ 菊池旭志

酪農女性部の桐原愛氏が「 私

に進むべき 道を教えてく れた

大好き な牛達～マッ ク と の運

命の出逢い～」 と 題し 、 ご自

身の酪農人生を中心に酪農へ

の思いを発表さ れま し た。

　 お二人については、 ４ 月17

日（ 水） ～ 18日（ 木） に ホ

テルグラ ンド パレ ス 諫早（ 長

崎県諫早市） で開催さ れる 第

51回九州酪農青年女性酪農発

表大会に出場さ れる 予定で

す。 熊本県の代表と し て出場

さ れま すので、 皆さ んも ご声

援のほど よ ろし く お願いいた

し ま す。

中村委員長 大川専務

審査講評
加治屋主幹（ 県畜産課）

経営発表の部
ビーユーフ ァ ーム

（ 大阿蘇酪）

意見体験発表の部
桐原　 愛さ ん
（ JA菊池旭志）

会場から 質問や応援メ ッ セージ

賞状写真（ 左： 宇藤貴夫氏　 右： 桐原　 愛氏）
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令和６ 年度生乳需給安定化対策について

１ ． 令和６ 年度生乳需給安定化対策の基本的な考え方

　  　 令和６ 年度の全国の生乳生産量は、 年度の前半には前年水準まで回復する も のの、 その後は後継牛

頭数の減少に伴い前年を 下回る 見通し と なっ ている。 また、 飲用需要は、 経済活動の正常化によ り 増

加するこ と を 期待さ れる 一方で、 相次ぐ 食料品の値上げによ り 消費者の購買意欲が変化し 、 低価格帯

の商品へ需要がシフ ト する 傾向が見ら れる。 乳製品について、 バタ ーは一定の需要が見込まれる が、

脱脂粉乳と の需要量の差が大き く 、 生乳需給上の課題と なる こ と が想定さ れる 。

　  　 こ のよ う に生乳需給の見通し が不透明である 状況を 踏まえ、 ３ 年間を 単位と する 中期対策は設定せ

ず、 令和６ 年度は単年度での需給安定化対策と し て取り 組むこ と と する。

２ ． 令和６ 年度生乳出荷目標数量と 見込み数量の把握

　（ 1 ） 本会は、 畜産経営の安定に関する 法律に基づき 作成する 令和６ 年度年間販売計画の数量（ 公共の

数量等を 含む） を 、 また各組合は、 生産者から の積み上げにより 作成し 本会へ提出し た令和６ 年度

生乳委託計画の数量を 、 令和６ 年度の生乳出荷目標数量と する。

　（ 2 ） 生乳出荷目標に対する 進捗を 踏まえた見込み数量の把握を 行い、 販売数量へ適宜反映するこ と を

目的と し て、 各組合は６ 月、 ９ 月、 １ 月それぞれの時点で各生産者から 積み上げた各月の生乳出荷

見込み数量を 本会に報告する 。 なお、 報告の期日については、 別途本会が定め、 各組合へ通知する

も のと する。  

３ ． 需給変動等への対応

　（ 1 ） 本会は、 九州生乳販連が国の支援を 受けて生・ 処で実施する乳製品在庫対策に拠出する 。

　（ 2 ） 生乳需給の繁閑差が拡大する 中、 需要期の生乳の安定供給が重要である こ と から 、 需要期生産の

推進に努める 。

４ ． 生乳需要の維持・ 拡大のための理解醸成活動の実施

　  　 本会は、 生乳需要全体の維持・ 拡大につなげる こ と を 目的と し て九州生乳販連が実施する 「 理解醸

成活動（ ＝酪農・ 国産牛乳乳製品理解促進広報事業）」 の継続的な取り 組みに対し 拠出し 活用する こ

と で、 理解醸成活動を 推進する 。

５ ． その他

　（ 1 ） 年度途中に生乳需給状況の変化等により 本内容に疑義が生じ た場合は、 必要に応じ て理事会の協

議を も っ て変更する 。  

　（ 2 ） こ の要領は令和６ 年４ 月１ 日より 施行する 。
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１ ． 目的

　  　 今日の酪農は、 食の安全・ 安心に対する消費者の関心が一層強まり 、 高品質な生乳生産への取り 組

みが以前にも 増し て求めら れている。

　  　 こ のよ う な中、 熊本県酪農業協同組合連合会（ 以下、「 本会」） は、 体細胞数関連対策の徹底を 以て

生乳品質の向上と 生産基盤の維持・ 拡大を 図る ため、 指導対策を 強化する と と も に高品質生乳生産誘

導ペナルティ ーを 徴収し 、 改善奨励措置を 講ずる 。

２ ． 規制内容

　（ 1 ） 本会の乳質格差自主規制要領の体細胞数４０万以上を 規制の対象と する 。

　（ 2 ） 規制の内容については別表の通り と し 、 ペナルティ ーに対する 消費税は不課税扱いと する。

３ ． 規制対象期間

　 　 令和６ 年４ 月１ 日～令和７ 年３ 月31日を 対象期間と する。

４ ． 改善奨励措置

　（ 1 ） 本事業の規制によ り 徴収し た財源を も と に下記対策の助成に利用する 。

　 　 　 ①ミ ルカ ー点検費助成

　 　 　 ②搾乳機器改善費助成

　 　 　 　 尚、 各奨励措置の実施細則については、 別途定めるも のと する 。

　（ 2 ） 奨励措置の優先順位は、 上記①を 優先する も のと し 、 その残額を ②に充てるも のと する 。 尚、 奨

励措置の財源に残余が出た場合は、 対象期間の特Ａ ラ ンク の出荷乳量の構成比に基づき 、 対象期間

終了後、 特Ａ ラ ンク に配分し 精算する も のと する。

５ ． 助成金交付時期

　  　 令和７ 年４ 月末日までに交付するも のと する 。

６ ． 要領の変更

　 　 こ の要領の変更は、 会長が決定する 。

７ ． その他

　 　 こ の要領は、 令和６ 年４ 月１ 日より 施行する 。

令和６ 年度高品質生乳生産事業について
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ミ ルカ ー点検費助成事業実施基準

１ ． 事業目的

　  　 乳質改善を 目的と し て、 搾乳機器の不備を 原因と する 乳房炎を 防除する ため、 搾乳機器のシステム

点検（ 以下、「 ミ ルカ ー点検」 と いう ） にかかる 費用に対し 、 年１ 回を 限度と し て 1５, ０００円（ 消費税

は不課税） を 上限に助成する事業と する 。

２ ． 助成対象

　  　 本事業参加希望者が搾乳に使用し ている搾乳機器の検査を 対象と する。

　  　 また、 希望者は組合を 通じ て本会へ申し 込むも のと する。

３ ． ミ ルカ ー点検実施者

　  　 ミ ルカ ー点検は搾乳機メ ーカ ーまたはディ ーラ ー及びミ ルカ ー点検の専門技術者がそれにあたる も

のと する 。

４ ． ミ ルカ ー点検作業

　  　 点検作業は、 別に定める システム分析手順、 またはメ ーカ ー独自の基準で本事業のミ ルカ ー点検と

概ね同等の内容である も のに沿っ て点検を 行う も のと する。

５ ． ミ ルカ ー点検結果の報告

　  　 ミ ルカ ー点検結果は、 必ず検査者が４ 部複写の様式に記入し 、 酪農家、 組合、 本会の３ 者に検査

後、 速やかに報告する も のと する 。（ １ 部は検査員控え）

　  　 ま た、 ミ ルカ ー点検結果には、 その搾乳システ ム機能の合否を 記入し 、 改善の必要が認めら れれ

ば、 その改善すべき 点を 具体的に記入するも のと する 。

６ ． ミ ルカ ー点検結果に基づく 搾乳機器の改善

　  　 上記５ で報告さ れた改善策で、 別途定める 搾乳機器改善費助成事業の要件に合う も のについて、 同

事業の参加申し 込みを 希望する 場合は、 組合を 通じ て行う も のと する 。
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１ ． 事業目的

　  　 乳質改善を 目的と し て実施さ れたミ ルカ ー点検結果に基づき 、 搾乳機器の改善が実施さ れた場合、

その改善費の3０％以内を 助成する 。

　  　 但し 、 給湯器の導入に際し ては、 その費用の５０％以内を 助成する 事と する 。

　  　 こ の事業は、 一戸当たり 1５万円（ 消費税は不課税） 以内と し 、 年１ 回の実施を 限度と する 。

２ ． 助成対象

　  　 助成は乳質改善を 目的と し た搾乳機器の交換・ 改造・ 変更に対する も ので、 日常の消耗品交換及び

直接搾乳機器の性能に影響し ないも のは対象と はし ない。

　  　 但し 、 バルク ク ーラ ーと 、 搾乳機器の洗浄用である 給湯設備は搾乳機器の一部と 見なし 助成対象と

する 。

　  　 また、 レ シーバージャ ーから バルク ク ーラ ーまでのミ ルク ラ イ ン および洗浄ラ イ ン のゴム類等（ 処

理室内のエルボー・ アジテータ ー基部を 含む） の交換を 助成対象と する。

　  　 尚、 改善に要する機器・ 機材類は本会購買課を 通じ て購入するも のと する 。

　  【 対象と なら ないも の】

　  　 真空ポン プ オイ ル、 ラ イ ナーゴ ム、 ミ ルク ホース、 パルセーシ ョ ン チュ ーブ、 フ ィ ルタ ーソ ッ ク

ス、 各種洗剤、 殺菌剤、 消毒剤、 ディ ッ ピン グ剤、 ディ ッ パースプレ ーヤー、 搾乳タ オル、 バケツ 、

Ｐ Ｌ テスト 用シャ ーレ 、 Ｐ Ｌ テスト 液、 乳房炎チェ ッ カ ー、 乳房炎治療薬

３ ． 事業参加申し 込み

　  　 本事業への参加を 申し 込む場合は、 搾乳機器の交換・ 改善等の変更内容、 メ ーカ ー名、 費用など必

要事項を 明記し た見積書を 添えて組合を 通じ て申し 込むも のと する 。

　  　 また組合は申請のあっ たも のを 別紙様式第３ 号にまと め申請する も のと する 。

４ ． 事業実施報告

　  　 本事業実施分について、 別紙様式第４ 号にて助成事業実施報告を 行う も のと する 。

搾乳機器改善費助成事業実施基準
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令和６ 年度新規就農者家畜導入支援事業について

１ ． 目的

　  　 今日の酪農を 取り 巻く 環境は、 生産資材の高騰によ る 経営悪化、 そし て、 酪農家の高齢化や後継者

不在等を 背景に経営離脱が続いており 、 生産者戸数は減少傾向にあり ます。

　  　 こ のよ う な中、 新規就農者が酪農経営を 開始する場合の家畜導入に係る 経費を 助成し 、 担い手の育

成および支援を 行う こ と で本県の生産基盤の維持を 図る こ と を 目的と する 。

２ ． 事業主体

　  　 こ の事業主体は、 熊本県酪農業協同組合連合会（ 以下「 本会」 と いう 。） と する 。

３ ． 事業期間

　  　 令和６ 年４ 月１ 日から 令和７ 年３ 月31日までと する 。  

４ ． 助成金

　  　 本会を 経由し て、 事業期間内に導入し た乳用牛代金本体価格に対し て 、 下記の各区分の助成単価

（ 消費税は不課税） 以内を 助成する 。 ただし 、 他の補助事業等を 活用す る など、 補助残額が各区分の

助成単価を 下回っ た場合は、 その額を 助成する 。

区　 分 助成単価（ １ 頭当たり ）

育成牛 ８０千円

初妊牛 １５０千円

経産牛 １００千円

５ ． 事業費　 　 　 　 ４, ０００千円

　  　 １ 戸あたり の限度額は４, ０００千円を 上限と する 。

６ ． 事業の要件

　  　 本事業を 受けよ う と する も のは、 下記の要件を 満たすも のと する 。

　 　（ 1 ） 本会会員の組合員であり 、 所属組合を 通じ 本会へ生乳出荷を 開始する 新規就農者及び新規参入

の経営体と する。

　 　 　  　 また、 経営開始（ 生乳出荷日） から ５ 年間は酪農経営を 継続するも のし 、 ５ 年以内で廃業し た

場合は、 所属組合を 通じ て助成金全額を 本会へ返還し なければなら な い。 ただし 、 不慮の事故

等、 やむを 得ない事情によ り 経営継続が不可能な状態で廃業と なっ た場合は、 別途協議し 決定す

るも のと する 。  

　 　（ 2 ） 牛群検定事業に加入する と と も に、 決算書など本会が行う 経営診断に必要な書類の写し を 、 当

該事業年度から ４ ヶ 年本会へ提出するも のと する 。  
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７ ． 申請方法及び請求方法

　  　 本事業を 受けよ う と する も のは、 所属組合を 通じ て各申請書を 本会経営支援課へ提出する も と す

る 。  

　 　（ 1 ） 申請書（ 別紙１ ） について、 必要書類の写し を 添付し 、 提出するも のと する 。

　 　（ 2 ） 概算払請求書（ 別紙２ ） について、 対象期間は、 令和６ 年４ 月１ 日から ９ 月3０日までに個体識

別情報検索で確認がと れた導入牛を 対象と し 、 令和６ 年1０月４ 日（ 期限厳守） までに提出する も

のと する。  

　 　（ 3 ） 実績報告書（ 別紙３ ） について、 概算払で受領し た導入牛も 含め証拠書類を 添付し 、 令和７ 年

４ 月７ 日（ 期限厳守） までに提出するも のと する 。

８ ． 助成金の支払い

　  　（ 2） の概算払請求書（ 別紙２ ） は令和６ 年1０月末日に、（ 3） の実績報告書（ 別紙３ ） は令和７ 年４

月末日に、 所属組合を 通じ て支払う も のと する 。

９ ． その他

　  　 こ の事業に定めるも ののほか、 必要な事項が生じ た場合は、 本会会長が別に定める こ と ができ る も

のと する 。  

− 14 −


